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拐践 勲 (馬取大 ･医)
マカカはオロソムコイド(ORM)型できわめ
て高い多型性を示し.少なくとも25確の共優性の
対立遺伝子からなる｡とりわけ.カニクイザルは
変異に富み,15柾のiB伝子が観察されている.今
回は野生個体群の地理的変異を調べるために.煤
存血液試料を等同点同気泳動と免疫固定法によっ
て分析した｡
今回の調査 (n=270)では,12種の迫伝子が
観察された｡もっとも高いヘテロ接合皮 (h)杏
示したのは南タイの紫団で,85.8%で8種の退伝
子からなっていた｡一方,中北タイでは75.7%
(6種),東北タイでは41.5%(3種)と低くなっ
た｡次に.高いhを示したのは北スマトラの83.3
% (9種)であった｡酉スマトラは55.9%(4種)
と低くなり,ジャワ.バリ.ロムポク島ではいず
れも共通の2種の池伝子ORM*1,ORM*9
からなり,hはそれぞれ49.5,18.0,25.5%と変
異性が乏しく.かなり均一な銀団であった｡これ
らの島唄に隣接したスムバワ島では6種の遺伝子
が認められ,hは75.8%と比較的苗かった｡人類
が持ち込んだといわれているモーリシャス諸島や
パラオ諸島では30.5% (3碓),66.7% (5種)
と多型的であり,均一な典団ではなかった｡
大陸部のカニクイザルは島峡部の集団より高い
多型性を有することがORM型でも示されていた
が,今回のデータもほぼこれを支持するものであっ
た｡すなわち,タイからマレー シアを通って北ス
マトラにかけては,きわめて変異に富み,他の地
域には見られない等電点の高い産物ORM辛18が
特異的に観察され,同じくORM*16はタイのみ
に認められた｡等電点の低い産物はどの集団にも
共通して見られたが,すべての集団に出現する遺
伝子はなかった｡出現率の高いものはORM*1
やORM*9であった｡パラオでは新変異型遺伝
子が15%の頻度で特異的に認められた｡
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